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2022 年 3 月 10 日 

日 

NO.84 

 

第一部 追悼式 

韓国遺族会からの 
メッセージを代読する 

内岡貞雄顧問 

コロナまん延の中、感染症対策をしなが
ら、150 名もの方々が参加してください
ました。ありがとうございました。 
今年初めて YouTube 配信も試みました
が、ライブ配信できず申し訳ありません
でした。半日遅れですが配信されていま
すのでぜひご覧ください。 
こちらの QR コードを読み込む

と「第 1 部追悼式」の YouTube

配信が視聴できます。 

※当日資料もこの YouTube ページからダウ

ンロードできます。 

https://youtu.be/SZoM8Puaejg 

11:00～12:00 
会場 追悼ひろば 

在日本大韓民国民団山口県地方本部  

徐鶴奎さん（左） 
在日本朝鮮人総聯合会山口県本部  

副委員長 李実さん（右） 

今年は韓国からのご遺族の参加がなかった

ため、駐広島大韓民国総領事、民団、総連の

三者でチェサを執り行っていただきました。 最後に参加者による献花を行いました。 

司会 
須原志保さん 

駐広島大韓民国総領事 

林始興さん 

当日は寄せられたメッセージの中から９つのメッセージが紹介されました。 
（※当日代読されたメッセージは次ページ参照。その他は当日資料 P16～20 参照） 

《メッセージを代読してくれた 3 名のメッセージ》 

ぼくは日本の事をかなり平和な国だと思っていました。でも、この事
故の事を知り、日本は平和ではないことに気がつきました。何故、政
府は行動に移さないか疑問です。      （河村真輝 13 歳 下関市） 

この事を絶対に忘れないために、次世代への襷を繋ぎたい。 
（藤田優 17 歳 宇部市） 

80 年前の事件が今も長生炭鉱という形で残っているのですごいと思
いました。被害者の人達を忘れないためにも、私はこの事件が深く、
広く伝わってほしいと思っています。   （品川百合愛 17 歳 宇部市） 

 

BIYP・ムンノ
リくらぶによる 
「とどけ若者の
声メッセージ」 

水没事故から 80 周年の今回の追悼集会に際しまして 10 代 20
代を中心とした世界の若者からメッセージを募りました。アフリ
カ・韓国からも含め、39 名の方からメッセージが届きました。
心からお礼申し上げます。 
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当時の日本という国に対して、強い怒りを感じまし
た。いつどうなるかわからない炭鉱に入って、仕事
をしているのを想像したら怖くなりました。 

 （キム・ユシン 9 歳 下関市） 

戦争当時の日本はとても怖いところだと思いまし
た。普通の海に見える場所にも、そこには多くの
人々の無念の気持ちが眠っています。私たちはこの
出来事を後世に正しく伝えていきます。 

  （リ・チハ 14 歳 下関市） 

長生炭鉱のことを広げて下さっている日本の皆さんに感謝します。政府たちがしなければならないことを今だ
に解決できず、市民たちが動いているのが悔しいです。しかしながら、こういう事を続けながら後世代に伝える
ことが私たち(韓日)のやるべき事だと思います。一日でも早く海の底にいる犠牲者たちが家族のそばに行くよう
祈ります。                         （キム・ヒョンジ 28 歳 北九州市・ソウル市） 

見つけられなかった遺体を探し長生炭鉱で亡くな
った方々が一日も早く家族のもとに戻れることを
願っていますし、これからこんなことが起こらな
いようにみんなで努力してもっと発展してほしい
です。       （イ·ジュンホ 16 歳 韓国） 

このような「痛い歴史」が遅く知られて残念だった。そ
して現場の保存や遺骨の回収は、韓国と日本政府が一日
も早く整理してほしい。一日も早く遺骨を回収して、遺
族の方々に遺骨が戻ってほしい。長生炭鉱のようなこと
が二度と起きないでほしいし、遺族の方々が幸せに暮ら
してほしい。      （イ·ソヒョン 16 歳 韓国） 

第二次世界大戦が終戦して 77 年たちます。この長生炭
鉱では、戦争が終わっていません。１日でも早く炭鉱の
中から遺体が帰ってくることを祈っています。 

（大井雅裕 15 歳 防府市） 

未来を生きる私たちは、これから正しい歴史を学んで
いかないといけないし、またそういった歴史をしっか
りと受け継いでいかなければと思いました。私は異国
の地、日本で亡くなった朝鮮人犠牲者たちの無念を忘
れません。          （ぺ・キヨン 14 歳 下

関市） 

犠牲になった 183 人の内、70％が朝鮮人だとい
うことを知り、驚きました。山口にもこんな悲しい
歴史があったことを知り、この悲劇を忘れずに生き
ていこうと思いました。 

（パク・リセ 12 歳 下関市） 

植民地化したのはヨーロッパだけだと思っていたの
で、日本も植民地化したことに驚きました。一番驚いた
のは、まだ謝罪していないことです。本当に悲劇的で、
学校でもっと教えられるべきだと思います。 

（マガフ・ニャンジューラ 10 歳 コンゴ共和国） 

第 1 部と第 2 部の間の関連企画 

BIYP とムンノリくらぶが企画、準備、当日の運営を行いました。  
LED のロウソクを使用し、犠牲者のお名前と出身地、享年を貼りました。  

★BIYP 韓国富川(プチョン)青少年とのいきいき交流計画（宇部市／荒瀬） 
2013年に始まった韓国富川(プチョン)市のゴリウル青少年文化の家 KUMAの中学生と山口県内の青少年が相互訪
問交流。コロナ禍で相互訪問は中断し、現在はオンライン交流に挑戦。人間いきいき研究会／いきいきアジア交
流(IKKI IKKI ASIA)が呼びかけの主体になっている。 BUCHEON IKKI IKKI ASIA YOUTH EXCHANGE PROGRAM 

 
★ムンノリくらぶ（山口市／陶） 
2020 年に、BIYP で韓国を訪問した中学生、高校生が自主グループを結成。ムンは文化でノリは遊び。月１回の
例会では、K-POPや韓国料理、ハングル学習やオンライン交流の準備を進めている。 

当日紹介されたメッセージ 
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1942年 2月 3日の痛ましい水没事故から本年で 80年という長い歳月が流れました。1991年に「長生

炭鉱の水非常を歴史に刻む会」（以下「刻む会」）が結成され、長生炭鉱の悲劇が歴史の闇から掘り起こ

されてから 30年余の歳月を経て、ようやく全国の心ある市民に知られるようになってきました。 

 「刻む会」は発足当初から追悼碑建立を目標の一つに掲げましたが、発足から 22年目の 2013年に、

漸くこの地に市民の手による追悼碑を建立することができました。これは全国各地の市民からの 947

件、16,860,809円に上る募金の賜物であり、ここに改めて深く感謝を申し上げます。しかし、任意団体

である「刻む会」は個人所有としてしか登記できず、固定資産税を払うことも余儀なくされ、この問題

解決のために事務局をおかせていただいている（宗）日本基督教団宇部緑橋教会に所有していただき、

今日に至っています。 

そうして、念願の追悼碑は、この地において確かに歴史を刻むものとなり、日本全国から、また海を超

え韓国からもこの「追悼ひろば」を訪れる人々は格段に増えました。 

2014年に「刻む会」はご遺族の当初からの悲願である「遺骨の収集と返還」を主たる目的に置くと共

に、より民主的な運営と組織形態をめざし、総会を最高の政治機関として再出発しました。とは言え、

「遺骨の収集と返還」を目標として決断するには、それなりの議論と責任、覚悟が必要でした。 

しかし、私たちは決断したのです。なぜなら、「遺骨の収集と返還」は、犠牲者の尊厳の回復のためには

必ず成し遂げなければならない課題であり、このことを通して真の平和の実現につながるからです。そ

して追悼碑の建立を共に実現した人々の信義と良心を信頼したからです。 

その後、今日に至る 7年間で、会員・支援者は 500名を超え、「追悼ひろば」は祈りと学習の場として

次々に拡充し、犠牲者の名前を永久的に保存できるよう木版から石に刻み直しました。 

「遺骨の収集と返還」については、検討を重ね、既に埋められてしまった坑口からのアプローチが最

も有効との判断に至り、専門家による地中電気探査を実施し坑口を確定することができました。また、

存命遺族 28名（犠牲者 26名）のＤＮＡを取得し、将来の遺骨との対面に備えてきました。 

 しかし、坑口からの発掘は、付近の土地に対する行政の不作為でこの間具体的に前進できなかったこ

とは返す返すも残念でなりません。水非常から 80年を経て、遺族の高齢化を考えると、ＤＮＡの取得は

一刻の猶予もないのですが、この点においても行政の協力は得られず、停滞を余儀なくされています。

そうした中ですが、先頃、日本人犠牲者の二人の遺族が名乗り出て下さったことは、大きな喜びであり

励みになりました。 

 私たちの求めている「遺骨の収集と返還」は、本来は加害国の責任として日本政府がすべきもので

す。そのことを踏まえ、日本政府と朝鮮半島のふたつの政府が共同の事業として行うことができれば、

互いの真の信頼、友好が築かれるものと思います。私たちはその観点から日本政府や韓国政府とも交渉

を重ねて参りましたが、政治情勢は遅々として進まず、待っていては手がかりすらおぼつかないのが現

在の情勢です。 

 ここを突破するために、私たちは「遺骨の収集と返還」に日々ご奮闘されている全国各地の仲間の皆

さんと連帯を広げ、知恵と力を結集しなければなりません。長生炭鉱には何人も否定できない「強制連

行・強制労働」の歴史の事実・証言・証拠等が明白に存在していますし、ご遺骨を待ち望むご遺族の皆

様の存在があります。今なお日本各地に捨て置かれてきた犠牲者の遺骨問題の解決のためにも、全国で

市民運動を展開されている方々との情報共有を強め、「長生炭鉱の遺骨収集と返還」を共通の課題として

捉えていただき、世論喚起を推し進めていきたいと思います。その力を得ながら 

日本政府に対して、朝鮮半島との連携を視野に入れて粘り強く交渉してまいります。 

 私たち「刻む会」は、80年というこの節目の年を、心をあらたにして確実に「遺骨の収集と返還」に

歩み出す年にします。宇部市、山口県を含む地元関係者の皆様の協力を得ながら、ボーリング調査をは

じめ坑口の発掘にとりかかります。追悼碑建立までに諸般の事情はあれ 22年もの歳月を費やし、遺族の

皆様を長く待たせたことを心から悔やみ、海の底に眠る犠牲者の皆様との再会が一日も早く実現できる

よう、非力ではありますが、これからの一年一年を確実に目標に向かって強く歩む覚悟です。 

 皆様におかれては、今後とも知恵を、そして力を寄せていだだき、私たちと心をひとつにして熱いご

支援を賜りますよう心からお願い申し上げて、80周年にあたってのメッセージとさせていただきます。 

2022年 2月 12日 

  長生炭鉱の水非常を歴史に刻む会 共同代表 井上洋子 木村道江 
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井
上 

今
日
は
、
私
た
ち
が
遺
族
に
対
し
て
一
日
も
早

く
遺
骨
を
発
掘
し
て
お
返
し
し
た
い
と
い
う
そ
の
大
事

業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
全
国
で
遺
骨
問
題
と
真
摯
に

向
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
こ

の
場
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
に
知
恵
と
力
を
い
た
だ
い
て
、
共
に
長
生
炭
鉱

の
問
題
を
強
制
連
行
、
強
制
労
働
の
ご
遺
骨
の
共
通
課
題

に
し
て
、
一
緒
に
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
強
い
願

い
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

〇
パ
ネ
リ
ス
ト
の
自
己
紹
介
・
長
生
炭
鉱
へ
の
思
い 

 

上
田 

私
は
戦
没
者
遺
骨
を
家
族
の
も
と
へ
連
絡
会
と

い
う
こ
と
で
、
軍
人
・
軍
属
の
遺
骨
を
家
族
の
も
と
へ
戻

そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。 

韓
国
の
方
か
ら
、
お
父
さ
ん
、
お
兄
さ
ん
の
遺
骨
を
探
し

て
ほ
し
い
と
、
全
然
、
ど
こ
で
死
ん
だ
の
か
連
絡
も
来
な

い
し
、
遺
骨
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
沖
縄
に
動
員
さ
れ
た
方

な
ん
か
は
行
方
不
明
扱
い
に
な
っ
て
い
て
、
死
ん
だ
こ
と

に
も
な
っ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
ひ
ど
い
状
態
で
、
公
式
に

は
30
万
人
以
上
が
動
員
さ
れ
て
２
万
２
千
人
の
方
が
亡

く
な
っ
た
。
沖
縄
の
行
方
不
明
の
方
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
、
遺
骨

の
返
還
を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
取

り
組
み
を
始
め
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
初
め
て
遺
骨

を
遺
族
の
も
と
へ
帰
そ
う
と
す
る
と
、
遺
骨
に
名
前
が
書

い
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
日
本
人
と
か
韓
国
の
人
だ

と
か
書
い
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ど
う
し
た
も
の

か
と
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
し
か
な
い
な
ぁ
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
が
十
何
年
前
の
話
で
す
。
そ
の
時
、
日
本
人
の
遺
骨
も

ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
の
遺
骨
も
ほ
っ
た

ら
か
し
に
さ
れ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
政
府
が
日

本
人
の
軍
人
・
軍
属
の
遺
骨
を
ち
ゃ
ん
と
家
族
の
も
と
に

戻
さ
な
い
の
に
、
韓
国
人
の
遺
骨
を
韓
国
の
も
と
に
戻
す

わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
話
が
一
つ
。
も
う
一
つ
は
、
日
本
の

軍
人
・
軍
属
の
人
た
ち
と
も
連
帯
し
て
、
遺
骨
を
戦
争
の

被
害
者
と
し
て
戻
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
二
つ
目
の

話
で
す
ね
。
三
つ
目
は
、
戦
争
の
被
害
と
言
っ
た
ら
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
と
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
世
界
各
地
、
太
平
洋
地

域
、
海
の
中
も
含
め
て
す
ご
い
大
き
な
地
域
で
日
本
が
戦

争
を
仕
掛
け
て
い
っ
て
、
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
た
。
現

地
で
も
多
く
の
方
が
死
ん
で
い
る
。
そ
う
い
う
問
題
を
解

決
す
る
に
は
、
日
本
政
府
や
韓
国
政
府
を
動
か
す
よ
う
な

運
動
を
作
ら
な
い
と
無
理
だ
よ
と
こ
う
い
う
三
つ
の
大

き
な
テ
ー
マ
を
10
年
前
、
遺
骨
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
始
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
年
経
っ
た

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
大
き
な
成
果
が
出
て
お
り

ま
す
。 

一
つ
は
、
厚
生
労
働
省
が
昨
年
10
月
か
ら
（
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
、
沖
縄
は
先
行
し
て
や
っ
て
い
た
）
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
ご
遺
族
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
集
め
る
と
。
今
、

多
く
の
遺
族
の
方
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
国
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
韓
国
人
の
遺
骨
に
つ
い
て
も
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
や
れ
と
折
衝
し
て
き
た
中
で
、
日
本
人
が
こ
れ
だ
け

大
規
模
な
取
り
組
み
を
始
め
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
機
に
韓
国
の
遺
骨
を
遺
族
の
こ
と

を
無
視
し
て
日
本
人
だ
け
始
め
る
の
は
お
か
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
昨
年
９
月
14
日
に
韓
国
人
遺
族
11
名
の
集

団
申
請
を
厚
労
省
に
対
し
て
申
請
い
た
し
ま
し
た
。
厚
労

省
に
つ
い
て
は
、
門
前
払
い
す
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

14:00～16:30 

会場 ヒストリア宇部 

《コーディネーター》井上洋子（「刻む会」共同代表） 

《パネリスト》 

上田慶司さん 

「戦没者遺骨を家族の元へ」連絡会 

吉栁順一さん 

NPO 法人国際交流広場無窮花堂友好親善の会 理事長 

殿平善彦さん 

北海道一乗寺住職 

森 俊英さん 

遺骨奉還宗教者市民連絡会 事務局長 

※紙面の都合上、実際の発言から抜粋しています。ご了承ください。 

「第 2 部 シンポジウム」の
様子はこちらの QR コードを
読み込むと YouTube で視聴
できます。 

※当日資料もダウンロードできます。 

https://youtu.be/UGPK0JBsGc4 

第 2部 遺骨収集と返還に向けてのシンポジウム 
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こ
れ
を
受
け
取
り
ま
し
て
、
韓
国
政
府
と
返
還
に
向
け
た

条
件
の
交
渉
の
途
中
な
の
で
、
そ
れ
が
成
立
し
た
ら
、
韓

国
人
を
差
別
せ
ず
に
や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
と
。
し

か
し
、
返
還
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
門
前
払
い
を
さ
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
今
、
最
終
的
に
厚
生
労
働
省
と
返

還
条
件
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
を
は
じ
め
て
い
く
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

タ
ラ
ワ
島
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
も
激
戦
地

な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
タ
ラ
ワ
島
で
は
、
６
４
９
７
人
の

う
ち
、
日
本
の
戦
没
者
が
４
７
１
３
人
。
こ
の
う
ち
１
２

０
０
人
が
韓
国
・
朝
鮮
か
ら
連
行
さ
れ
た
若
者
で
す
。
こ

れ
で
、
今
ま
で
は
、
こ
う
い
っ
た
遺
骨
は
全
て
ア
メ
リ
カ

か
ら
日
本
に
渡
さ
れ
、
日
本
人
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
韓
国
政
府
が
、
こ
の
遺
骨
に
つ
い

て
４
人
に
１
人
、
韓
国
人
が
い
る
ぞ
と
い
う
こ
と
で
、
待

っ
た
を
か
け
ま
し
て
、
共
同
鑑
定
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
で
、
１
名
が
韓
国
人
の
遺
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
韓
国
に
一
人
の
遺
骨
が
帰

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
驚
い
た
厚
労
省
は
、
韓
国
が
ま
じ

め
に
や
っ
て
い
る
と
、
我
々
も
真
面
目
に
や
ら
な
い
か
ん

と
い
う
こ
と
で
、
タ
ラ
ワ
島
２
９
０
０
名
に
手
紙
を
出
し

ま
し
て
、
日
本
人
の
遺
骨
２
人
が
判
明
し
ま
し
た
。
日
本

と
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
も
鑑
定
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
骨
を

３
つ
に
分
け
て
。
そ
れ
で
、
日
本
人
が
２
名
、
韓
国
人
が

１
名
、
計
３
名
の
遺
骨
の
返
還
の
目
途
が
た
っ
た
。
１
６

０
く
ら
い
の
ご
遺
骨
が
あ
り
ま
す
の
で
、
じ
ゃ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
で
分
か
ら
な
か
っ
た
ご
遺
骨
は
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
、
安
定
同
位
体
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
重
さ
の
分
析
で
、
ど
こ
の
地

域
で
小
さ
い
と
き
に
育
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

日
本
で
も
韓
国
で
も
そ
う
い
う
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
安

定
同
位
体
比
検
査
と
い
う
の
を
や
る
と
、
ど
こ
で
小
さ
い

と
き
に
育
っ
た
遺
骨
か
が
分
か
る
検
査
を
、
韓
国
側
も
開

始
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
全
遺
骨
の
調
査
を
始
め
て
い

ま
す
。
日
本
政
府
の
厚
労
省
も
こ
れ
を
や
る
と
い
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
個
人
を
特
定
し

て
、
残
り
の
遺
骨
に
つ
い
て
は
日
本
と
韓
国
に
振
り
分
け

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
日
韓
の
共
同
で
確
認
し
て
い

る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
長
生
炭
鉱
に
も
大

き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
役
員
の
方
に
大
学
の

先
生
の
資
料
を
お
渡
し
し
て
お
き
ま
す
の
で
、
ま
た
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
長
生
炭
鉱
の
話
で
す
が
、
今
日
、
海
辺
で
、

強
制
的
に
労
働
さ
せ
ら
れ
て
帰
れ
な
い
と
、
お
母
さ
ん
に

お
手
紙
を
送
っ
て
、
何
と
し
て
で
も
逃
げ
て
帰
り
た
い
ん

だ
と
の
お
手
紙
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
募
集
と
い
う
こ

と
で
、
私
は
日
本
製
鉄
、
新
日
鉄
の
強
制
労
働
の
問
題
も

ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
募
集
で
、
い
い
と

こ
あ
る
よ
、
す
ご
く
金
儲
か
る
と
い
う
こ
と
で
連
れ
て
こ

ら
れ
た
、
行
っ
た
瞬
間
に
、
大
阪
の
製
鉄
所
に
行
っ
た
瞬

間
に
、
警
察
が
来
て
、
絶
対
に
逃
が
さ
な
い
ぞ
と…

お
前

た
ち
の
親
の
居
場
所
を
全
部
知
っ
て
い
る
ん
だ
と…

も

し
も
逃
げ
た
ら
、
お
前
た
ち
の
親
が
ど
う
な
る
か
分
か
っ

て
い
る
な
と
い
う
こ
と
で
、
１
週
間
に
１
回
警
察
が
や
っ

て
き
て
脅
迫
を
す
る
と…

そ
ん
な
こ
と
で
全
く
逃
げ
ら

れ
な
い
状
態
が
あ
る
、
こ
れ
が
、
今
、
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
日
本
が
犯
し
て
き
た
過
ち
と
い
う
も
の
を
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
国
会
で
、
総
理
大
臣
に
な
ろ
う

と
立
候
補
し
た
人
が
こ
う
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
佐
渡

金
山
で
そ
う
い
っ
た
問
題
を
省
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
る
と…

こ
ん
な
ひ
ど
い
状
態
に
日
本
は
な
っ

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
長
生
炭
鉱
の
皆
さ
ん

が
本
気
で
遺
骨
発
掘
を

や
る
と
い
う
こ
と
で
、
私

た
ち
も
こ
こ
に
来
ま
し

た
。
本
当
に
協
力
し
て
や

っ
て
い
き
た
い
。
こ
う
い

っ
た
強
制
労
働
の
歴
史

に
つ
い
て
、
遺
骨
と
い
う

真
実
を
み
な
が
ら
、
遺
骨

の
叫
び
を
聞
い
て
、
遺
族
の
叫
び
を
聞
い
て
、
こ
の
日
本

の
負
の
部
分
の
歴
史
も
含
め
て
日
本
人
が
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
日
本
と
韓
国
の
皆
さ
ん
と
連
帯
し
て
、
ご

遺
族
の
ご
遺
骨
を
発
掘
す
る
と
い
う
こ
と
に
踏
み
出
す

と
い
う
地
域
の
皆
さ
ん
の
決
意
に
私
も
全
力
で
応
援
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

吉
栁 

私
た
ち
無
窮
花
堂
は
福
岡
県
飯
塚
市
に
あ
り
ま

す
。
飯
塚
市
と
い
う
の
は
筑
豊
炭
鉱
の
真
ん
中
で
す
。
た

く
さ
ん
の
方
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
募
集
や
徴
用
、
い
ろ
ん

な
形
で
炭
鉱
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
ん
な
中
で
、
炭
鉱

の
中
か
ら
脱
出
し
た
人
が
５
割
か
６
割
い
る
。
例
え
ば
、

朝
鮮
半
島
か
ら
３
万
人
連
れ
て
き
て
も
１
万
５
千
人
は

逃
げ
る
。
そ
ん
な
過
酷
な
状
況
の
中
で
、
労
働
さ
せ
ら
れ

る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
し
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
遺
骨

が
散
在
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

っ
た
実
態
の
中
で
、
私
ど
も
は
、
本
当
に
こ
の
地
域
で
亡

く
な
っ
た
、
野
ざ
ら
し
に
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
出
身
の
遺
骨
、

そ
れ
を
収
集
す
る
と
い
う
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。 

私
は
今
理
事
長
を
し
て
い
ま
す
が
、
２
代
目
で
あ
り
ま

す
。
初
代
は
在
日
１
世
。
本
人
も
２
回
も
強
制
連
行
さ
れ
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て
い
ま
す
。
１
回
目
は

佐
賀
県
の
川
南
造
船
所

と
い
う
と
こ
ろ
に
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

働
い
て
い
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
実
は
、
お
父
さ

ん
が
危
篤
と
い
う
連
絡

が
来
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
帰
し
て
く
れ
」
と
言

っ
た
が
、
帰
し
て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
脱
走

し
て
故
郷
へ
帰
っ
た
。
そ
う
し
て
帰
っ
た
と
こ
ろ
が
、
残

念
な
が
ら
父
親
は
亡
く
な
っ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
家
族
で
小
さ
い
な
が
ら
も
片
寄
せ
合
っ
て

生
活
し
て
い
こ
う
と
決
め
た
と
た
ん
に
、
帰
っ
て
き
て

11
日
目
に
命
令
が
下
っ
た
。
警
察
が
来
て
、
ま
た
九
州
に

行
け
、
筑
豊
に
行
け
と
い
う
こ
と
で
、
本
人
た
ち
は
本
当

に
嫌
が
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
お
前
が
行
か
な
か
っ
た
ら
家

族
が
生
活
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
圧
力
を
か
け

て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
飯
塚
市
の
隣
に
宮
田
と
い

う
町
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
の
炭
鉱
に
働
き
に
参
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
よ
り
過
酷
な
労
働
を
さ
せ
ら
れ
、

そ
こ
も
脱
走
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
戦
後
、
１
９

４
５
年
の
終
戦
を
迎
え
る
。
そ
の
間
、
転
々
と
捕
ま
ら
な

い
よ
う
に
あ
っ
ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、
最
後
は
大
刀
洗
と
い

う
飛
行
場
の
工
事
現
場
で
働
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
飯
塚
に
来
て
、
と
ん
ち
ゃ
ん
屋
（
牛
や
豚
の
内

臓
を
売
る
仕
事
）
を
始
め
て
、
ず
っ
と
し
て
き
て
お
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
彼
が
70

歳
前
に
大
病
を
患
っ
て
入
院
し
、
そ
の
時
に
病
床
で
、
あ

の
時
一
緒
に
働
い
た
同
胞
は
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
か
、
生

き
て
い
る
ん
や
ろ
う
か
、
死
ん
で
い
る
ん
や
ろ
う
か
、
ひ

ょ
っ
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
国
に
帰
っ
た
ん
や
ろ
う
か
、
ど
う

し
た
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が
廻
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
の
当
時
、
彼
の
親
し
く
し
て
い
た
お
寺
の
住

職
と
話
を
し
て
、
そ
れ
は
ち
ゃ
ん
と
せ
ん
と
い
か
ん
と
い

う
こ
と
で
、
彼
は
70
歳
を
超
え
た
歳
、
１
９
９
４
年
頃
か

ら
筑
豊
地
域
の
寺
院
を
ず
っ
と
回
っ
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら

連
れ
て
こ
ら
れ
た
遺
骨
収
集
、
遺
骨
の
実
態
調
査
を
し
ま

し
た
。
そ
し
て
お
寺
と
掛
け
合
い
な
が
ら
、
や
は
り
同
胞

の
遺
骨
が
あ
ち
こ
ち
に
散
在
し
て
い
る
状
況
が
わ
か
っ

て
、
集
め
て
み
ん
な
で
追
悼
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
１
９
９
６
年
に
在
日
コ
リ
ア
ン
の
納
骨
追
悼
碑

を
作
ろ
う
と
活
動
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ど
こ

に
建
て
る
か
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
議
論

し
ま
し
た
。
こ
の
遺
骨
が
あ
る
原
因
の
一
つ
は
国
、
行
政

の
責
任
が
大
き
い
と
、
行
政
に
協
力
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、

筑
豊
地
域
は
た
く
さ
ん
の
炭
鉱
企
業
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
炭
鉱
企
業
に
も
協
力
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
立
場
で

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
飯
塚
市
と
何
回
も
何
回
も
交
渉
し
、

４
年
か
か
り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
12
月
に
無
窮
花
堂

を
み
ん
な
の
力
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
在
日
コ
リ
ア
ン
を

含
め
て
、
日
本
人
、
労
働
組
合
や
宗
教
者
団
体
、
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
の
協
力
を
受
け
て
無
窮
花
堂
と
い
う
の
を

建
立
し
ま
し
た
。 

私
ど
も
の
「
無
窮
花
の
会
」
の
活
動
の
４
つ
の
柱
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
追
悼
堂
を
建
立
し
て
両
民
族

は
年
に
一
度
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
日
韓
・
日

朝
の
親
善
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
納
骨
堂
を

立
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
二
つ
目
は
、
在
日
コ
リ
ア

ン
同
胞
が
日
本
国
民
と
共
存
共
栄
し
、
未
来
永
劫
に
わ
た

る
共
存
を
構
築
す
る
。
み
な
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
、
在
日

コ
リ
ア
ン
の
み
な
さ
ん
は
も
う
４
世
、
５
世
の
世
代
で
す
。

ず
っ
と
日
本
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
し
か
生
活
で

き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
未
来
永
劫
共
存
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
一
つ
の
柱
に
い
た
し
ま
し
た
。
３

つ
目
は
、
過
去
の
歴
史
を
き
ち
ん
と
反
省
し
、
二
度
と
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
歴
史
を
正
し
く
伝
え
て
い

く
こ
と
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
講
演
会
や
、
先
ほ
ど
の
裵

来
善
（
ペ
・
レ
ソ
ン
）
さ
ん
の
体
験
談
も
含
め
て
、
学
校

に
訪
問
し
て
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
も
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
４
つ
目
は
、
無
縁
仏
を
収
集
し
、
供
養
、
住
所

氏
名
等
、
出
身
が
分
か
れ
ば
、
遺
族
の
も
と
へ
還
す
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

今
ま
で
に
１
７
０
体
の
遺
骨
を
お
寺
か
ら
お
預
か
り

し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
３
体
、
家
族
・
遺
族
の
も
と
へ
還

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
は
娘
さ
ん
に
、
２

０
０
３
年
は
甥
御
さ
ん
、
２
０
１
７
年
に
は
息
子
さ
ん
に
、

遺
骨
を
還
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
戦
後
数
十
年
経
つ
中

で
、
な
か
な
か
遺
族
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
の
は
難
し
い

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
籍
の
分
か
っ

て
い
る
遺
族
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
、
面

役
場
に
行
っ
て
調
べ
て
も
ら
う
、
そ
う
い
っ
た
活
動
を
ず

っ
と
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
応
３
つ
の
遺
骨
を
還
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
北
海
道
か
ら
１
１

５
体
の
遺
骨
を
韓
国
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
今
一
度
、
僕
た
ち
の
活
動
の
原
点
に
立
っ
て

ご
遺
骨
は
戻
さ
な
い
か
ん
。
遺
骨
は
故
郷
に
還
り
た
い
、

と
い
う
思
い
が
あ
る
し
、
家
族
は
、
ぜ
ひ
手
元
に
と
い
う

思
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も
も
や
ろ
う
と
い
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
私
ど
も
も
分
か
っ
て
い
る
範
囲
で

現
地
に
行
き
、
調
査
を
し
ま
し
た
。
新
た
に
遺
骨
を
還
す

め
ど
も
立
っ
た
が
、
国
家
間
の
問
題
で
遺
骨
を
還
す
目
途

が
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 
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長
生
炭
鉱
へ
の
思
い
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
カ
ー
ブ
を

曲
が
っ
て
、
ぽ
っ
と
出
て
く
る
あ
の
２
本
の
ピ
ー
ヤ
。
こ

の
下
に
亡
く
な
っ
た
方
が
眠
っ
て
い
る
と
感
じ
た
時
、
本

当
に
胸
が
痛
む
と
い
う
か
、
締
め
付
け
ら
れ
る…

先
ほ
ど

の
上
田
さ
ん
の
話
で
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
一
刻
も

早
く
海
底
か
ら
引
き
揚
げ
て
、
お
日
様
の
も
と
に
戻
し
、

そ
し
て
家
族
に
戻
す
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
急
ぐ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
ど
も
も
「
水
非
常
を
歴
史

に
刻
む
会
」
と
共
に
が
ん
ば
っ
て
参
り
た
い
と
そ
う
い
う

風
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

殿
平 

遺
骨
を
掘
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
単
に
も
の

と
し
て
の
遺
骨
を
掘
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
最
近
改
め
て
強
く
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
遺
骨
を
掘
る
と
い
う
こ
と
は
、
失
わ
れ

た
命
を
掘
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
命
を
せ
め
て
今
か
ら

で
も
可
能
な
限
り
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を

持
っ
て
、
ご
遺
族
の
思
い
を
自
ら
の
思
い
に
何
と
か
近
づ

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
遺
骨
発
掘
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
遺
骨
問
題
に

出
会
っ
た
の
は
１
９
７
６
年
で
す
か
ら
、
既
に
も
う
50

年
近
い
歴
史
を
経
験
し
て
い

る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
依

然
と
し
て
、
強
制
連
行
強
制

労
働
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
た

ち
の
遺
骨
問
題
と
い
う
も
の

は
、
日
韓
政
府
間
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
私
ど
も
の
努
力

の
少
な
さ
も
あ
っ
て
、
依
然

と
し
て
全
く
未
解
決
な
問
題

が
引
き
続
い
て
い
る
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
最
も
代
表
的
な
、
今
私
た

ち
が
共
同
で
そ
れ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
ま

さ
に
長
生
炭
鉱
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
朝
鮮
人
犠
牲
者
の

ご
遺
骨
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
朱
鞠
内
で
遺
骨
発

掘
の
後
、
遺
骨
の
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
る
展
示
館
な
ど

を
作
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
が
倒
壊
し

て
、
今
改
め
て
、
全
国
的
な
募
金
の
中
で
再
建
運
動
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
私
は
改
め
て
こ
こ
で
皆
様
に
申
し
上
げ

た
い
。
長
生
炭
鉱
で
犠
牲
に
な
っ
た
朝
鮮
人
犠
牲
者
の
ご

遺
骨
を
海
底
か
ら
発
掘
す
る
と
い
う
の
は
、
単
な
る
遺
族

の
願
い
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
私
た
ち

日
本
人
が
戦
争
と
植
民
地
支
配
の
中
で
生
み
続
け
て
き

た
東
ア
ジ
ア
へ
の
犠
牲
の
、
そ
の
深
い
命
の
闇
を
越
え
て

い
こ
う
と
す
る
私
た
ち
自
身
の
た
め
に
、
や
は
り
遺
骨
は

発
掘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
「
長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴

史
に
刻
む
会
」
の
方
々
の
努
力
に
待
つ
も
の
だ
け
で
も
な

い
の
で
す
。
こ
れ
は
、
戦
争
と
植
民
地
支
配
を
経
験
し
て

し
ま
っ
た
日
本
人
全
体
が
そ
の
遺
骨
の
た
め
に
努
力
を

払
う
責
任
が
あ
る
と
、
私
は
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実

際
に
遺
骨
を
掘
る
た
め
に
は
、
一
つ
は
具
体
的
手
立
て
が

必
要
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
発
掘
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
責

任
が
、
根
本
的
に
日
本
政
府
と
そ
れ
か
ら
そ
の
犠
牲
を
強

い
た
企
業
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
私
た
ち
は
日
本
政
府
や
企
業
に
き
ち
っ
と
そ
の
こ

と
を
実
現
す
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
責
任
も
ま
た
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
政
府
や
企
業
に
発
掘
を
必
ず
や
る
よ

う
に
と
強
く
要
求
す
る
こ
と
だ
け
で
、
こ
の
運
動
を
と
ど

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
現
実
問
題
と
し
て
、

政
府
や
企
業
が
、
長
生
炭
鉱
の
遺
骨
を
具
体
的
に
掘
る
と

い
う
現
実
的
な
展
望
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
私
は
や
は
り
、
宗
教
者
市
民
が
、
こ
の
問
題

に
正
面
か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
日
本
の
責
任
と

し
て
、
日
本
国
籍
を
持
つ
者
の
責
任
と
し
て
私
た
ち
も
企

業
や
政
府
と
共
に
自
ら
の
責
任
を
自
覚
す
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
遺
骨
の
発

掘
が
可
能
な
の
か
。
技
術
的
な
問
題
が
一
つ
あ
る
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
多
く
の
財
政
的
負
担
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
技
術
的
問
題
は
専
門
家
、

あ
る
い
は
こ
の
後
、
遺
骨
奉
還
宗
教
者
市
民
連
絡
会
の
森

事
務
局
長
が
具
体
的
な
提
案
を
し
て
く
だ
さ
る
の
で
は

な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
提
案
も

含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
具
体
的
に
追
及
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
財
政
的
基
盤
も

必
ず
全
国
的
な
基
盤
の
中
で
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
も
今
、
崩
壊
、
倒
壊
し
、
あ
る
い
は
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
、
北
海
道
の
朱
鞠
内
に
お
け
る
「
笹
の
墓
標
展
示
館
」

と
い
う
も
の
の
再
建
を
目
指
し
て
、
６
千
万
円
と
い
う
お

金
の
目
標
を
設
定
し
て
皆
様
に
募
金
を
お
願
い
し
て
い

る
最
中
で
す
。
あ
ま
り
に
も
大
き
な
お
金
だ
と
私
た
ち
思

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
必
要
な
も
の
は
や
は
り
市
民
運

動
は
自
ら
の
力
を
鍛
え
て
そ
れ
を
調
達
す
る
こ
と
を
私

た
ち
市
民
運
動
自
身
の
目
標
に
据
え
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
私
た
ち
は
市
民
運
動
と
い
う
も
の

は
身
銭
を
切
っ
て
お
互
い
に
金
を
出
し
合
っ
て
が
ん
ば

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
お
金
を
作

る
な
ど
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ

て
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
も
う
そ
う
い
う
時
代
を

終
わ
ら
せ
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
運
動
自
身
が
主

体
的
で
具
体
的
な
力
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
政
府

に
要
求
し
、
頼
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
企
業
に
要
求
し
、
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頼
ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
我
々
の
運
動
を
育
て
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
彼
ら
の
責
任
を
き
ち

っ
と
明
ら
か
に
し
、
責
任
を
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

な
が
ら
、
し
か
し
同
時
に
私
た
ち
自
身
の
主
体
的
な
力
を

身
に
着
け
る
必
要
が
あ
る
。
必
要
な
お
金
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
て
そ
し
て
み
ん
な
に
募
金
を

心
か
ら
訴
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
う
い
う

力
を
市
民
運
動
が
身
に
着
け
る
こ
と
。
私
は
韓
国
と
の
市

民
運
動
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
韓
国
の
市
民

運
動
っ
て
ね
、
自
ら
の
そ
う
い
う
力
を
持
っ
て
お
り
ま
す

し
、
韓
国
に
は
あ
る
意
味
で
日
本
と
は
違
っ
た
寄
付
文
化

が
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
日
本
に
お
け
る
市
民
運
動
の
寄
付
文
化

を
変
革
さ
せ
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
力
を
具
体
的
に
示
す
そ
の
活
動

の
一
つ
が
、
僕
は
、
今
長
生
炭
鉱
が
具
体
的
に
み
な
さ
ん

に
訴
え
て
く
だ
さ
る
活
動
を
通
し
て
そ
う
い
う
募
金
も

ま
た
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
様
々
な
形
で

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
、
募
金
を
集
め
て
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
朱
鞠
内
の
募
金
を

集
め
る
に
あ
た
っ
て
、
呼
び
か
け
人
と
い
う
人
た
ち
を
、

２
５
０
人
余
り
の
人
た
ち
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
ま
だ

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
長
生
炭
鉱
も
ま
た
そ
う
い
う
全
国
的
な
方

た
ち
の
応
援
を
呼
び
か
け
、
そ
し
て
そ
の
人
た
ち
に
、
有

名
、
無
名
の
方
々
の
力
に
依
存
し
て
具
体
的
な
必
要
な
資

金
調
達
の
準
備
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
具
体
的
な
努
力
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
、
お
互
い
の
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
い
き
た
い
。
北

海
道
か
ら
も
私
た
ち
自
身
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
で
す

け
れ
ど
も
、
長
生
炭
鉱
が
必
ず
海
底
か
ら
遺
骨
を
回
収
す

る
の
だ
と
い
う
具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
て
訴
え
て
く

だ
さ
る
の
な
ら
ば
、
私
は
そ
の
た
め
に
、
私
の
み
な
ら
ず
、

全
国
で
多
く
の
人
た
ち
が
そ
れ
に
応
え
て
く
だ
さ
る
は

ず
だ
。
そ
れ
は
日
本
人
の
責
任
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た

ち
の
新
し
い
具
体
的
な
自
己
完
結
的
な
自
分
た
ち
自
身

の
た
め
の
活
動
を
す
る
そ
う
い
う
市
民
運
動
の
新
た
な

展
開
の
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
お
招
き
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
ち

ら
に
伺
う
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
北
海
道
の
我
が
家
か

ら
え
ら
い
話
を
い
た
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ぜ
ひ
そ
う
い

う
決
意
を
私
の
中
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
皆
様

と
一
緒
の
討
論
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

森 

今
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
遺
骨
奉
還
宗
教
者
市
民

連
絡
会
事
務
局
の
森
と
申
し
ま
す
。
そ
の
事
務
局
は
、
私

と
キ
ム
ヒ
ョ
ン
テ
さ
ん
の
二
人
で
し
て
い
ま
し
て
、
全
国

の
、
各
地
の
遺
骨
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
方
々
つ
な

ぐ
役
目
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
か
ら
４
年
前
に
で
き
た
連

絡
会
で
す
。
私
は
浄
土
宗
の
僧
侶
で
大
阪
の
浄
土
宗
寺
院

の
住
職
で
も
あ
り
ま
す
。
長
生
炭
鉱
へ
の
思
い
と
い
う
の

を
文
章
に
し
て
載
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

少
し
読
ん
で
い
き
ま
す
。
「
日
本
各
地
に
は
奉
還
す
べ
き

遺
骨
が
多
く
あ
り
ま
す
。
寺
院
・
教
会
な
ど
の
主
教
施
設

に
安
置
さ
れ
て
い
る
遺
骨
、
地
中
に
埋
没
し
て
い
る
遺
骨

も
あ
り
ま
す
。
遺
族
が
判
明
し
て
い
る
遺
骨
、
遺
族
が
判

明
す
る
可
能
性
が
あ
る
遺
骨
、
そ
の
可
能
性
が
見
い
だ
せ

な
い
遺
骨
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
政
府
（
厚
生
労
働

省
の
）
管
理
下
に
あ
る
遺
骨…

こ
の
日
本
政
府
の
管
理
下

に
あ
る
遺
骨
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
長
崎
県
の
壱
岐
の

天
徳
寺
に
あ
る
遺
骨
、
そ
れ
か
ら
、
東
京
の
祐
天
寺
に
安

置
さ
れ
て
い
る
遺
骨
な
ど
を
指
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
遺
骨

も
一
日
も
早
く
奉
還
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
骨
が
お
か
れ
て
い
る
立
場
の
多
様

性
を
考
え
る
に
お
い
て
、
海
底
か
ら
収
集
さ
れ
る
の
を
待

つ
長
生
炭
鉱
の
遺
骨
も
急
ぎ
収
集
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
遺
族
が
判
明
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
遺
族
へ
の
返
還
が
可
能
で
す
。
こ
れ
は
、
長

生
炭
鉱
の
ご
関
係
に
お
い
て
は
非
常
に
特
徴
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
が
分
か
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た
、
遺
族
が
分
か
ら
な
く
て
も
、

遺
骨
は
祖
国
の
地
に
奉
還
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
事

故
現
場
が
海
底
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
収
集
が
簡
単
で
な
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
技
術
に
よ

れ
ば
、
決
し
て
不
可
能
だ
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
」
本
当
に
、

市
民
が
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
て
宇
宙
旅
行
を
す
る
時
代
で

す
か
ら
、
そ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
そ
の
技
術
、
も
ち
ろ
ん

日
本
は
技
術
高
い
で
す
か
ら
、
長
生
炭
鉱
の
海
底
の
遺
骨

を
掘
り
出
せ
な
い
こ
と
は
絶
対
な
い
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
収
集
す
べ
き
だ
、
掘
り
起
こ
す
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
く
、
考
え

て
い
く
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
方
と
話
し
合
っ
て
い
く
中
で
、

い
ろ
い
ろ
と
こ
の
長
生
炭
鉱
の
こ
と
が
人
に
知
ら
れ
て

い

く

ん

だ

と

思

い

ま

す
。
人
に
知
ら
れ
て
い

く
、
ま
た
掘
ろ
う
と
す

る
、
現
実
化
し
て
い
く
、

ま
た
人
に
知
ら
れ
て
い

く
、
そ
れ
は
相
乗
的
に

広
ま
っ
て
い
く
も
の
な

の
だ
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
例
を
お
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話
し
て
、
こ
の
最
初
の
ご
挨
拶
を
終
わ
り
に
し
て
い
こ
う

と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今
日
の
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
お
話
が
あ
っ
て
、
私
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
ん
で
す
。

国
土
地
理
院
に
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
詳
し
い
写
真
が
あ

っ
て
、
空
中
写
真
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
土
地
理
院

の
本
部
は
つ
く
ば
市
に
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に

写
真
の
デ
ー
タ
が
全
て
あ
っ
て
、
我
々
は
家
庭
の
パ
ソ
コ

ン
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
県
の
こ
の
位
置
の

こ
こ
の
部
分
と
言
っ
た
ら
、
出
て
く
る
。
た
だ
、
そ
れ
は

４
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
と
い
っ
て
、
画
素
が
荒
い
ん
で
す
。
つ
く

ば
に
行
け
ば
、
１
２
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
と
い
っ
て
非
常
に
詳
し

い
も
の
が
見
れ
ま
す
し
、
全
国
に
国
土
地
理
院
の
支
所
み

た
い
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
阪
に
も
あ
り

ま
す
。
大
阪
の
府
庁
に
大
阪
の
支
部
み
た
い
な
も
の
が
あ

っ
て
、
私
行
っ
て
パ
ソ
コ
ン
で
見
て
い
た
ん
で
す
ね
。
山

口
県
の
床
波
の
辺
り
の
地
図
を
一
生
懸
命
、
そ
の
１
２
０

０
ｄ
ｐ
ｉ
と
い
う
の
を
一
生
懸
命
見
せ
て
も
ら
っ
て
い

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
し
た
ら
、
そ
の
職
員
さ
ん
が
横

に
座
っ
て
、
機
械
を
一
緒
に
操
作
し
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
。

そ
の
職
員
さ
ん
が
、
お
坊
さ
ん
が
一
生
懸
命
山
口
県
の
地

図
見
て
い
る
か
ら
、
不
思
議
に
思
っ
て
、
「
何
見
て
い
る

ん
で
す
か
？
」
っ
て
話
に
な
っ
て
、
「
実
は
１
９
４
２
年

に
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
」
と
い
う
話
を
し

て
、
「
あ
ぁ
そ
う
で
す
か
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
地
図
は
何
年
か
お
き
に
、
１
９
４
７
年
く
ら
い
、
１

９
６
０
年
代
、
１
９
７
０
年
代
、
ず
ー
っ
と
お
ん
な
じ
所

を
取
っ
て
い
る
資
料
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
も
う
一
回
そ
こ
に
行
っ
て
み
て
た
ら
、
ま
た
そ
の
人
、

横
に
座
っ
て
、
一
緒
に
画
面
を
見
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す
。

「
こ
こ
も
っ
と
引
き
延
ば
し
て
く
だ
さ
い
、
拡
大
し
て
く

だ
さ
い
」
っ
て
い
う
て
た
ら
、
そ
の
職
員
さ
ん
が
、「
あ
！

こ
れ
ピ
ー
ヤ
で
す
ね
！
」
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
ね
。
「
ピ

ー
ヤ
っ
て
よ
く
ご
存
じ
で
す
ね
」
と
聞
い
た
ら
、「
い
や
、

実
は
あ
の
後
、
私
パ
ソ
コ
ン
で
長
生
炭
鉱
の
こ
と
調
べ
た

ん
で
す
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
て
、
そ
れ
で
私
そ
の
人
と
す

ご
く
仲
良
く
な
り
ま
し
て
、
そ
の
国
土
地
理
院
の
職
員
さ

ん
だ
か
ら
、
公
務
員
さ
ん
の
立
場
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
長
生
炭
鉱
の
こ
と
を
電
話
で
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
、

ど
う
や
っ
た
ら
収
集
で
き
ま
す
か
ね
ぇ
と
か
、
そ
ん
な
話

に
な
り
ま
し
て
、
や
っ
ぱ
り
地
質
学
に
詳
し
い
方
で
す
か

ら
、「
う
～
ん
、
こ
れ
は
ど
う
か
な
ぁ
」
と
か
、「
災
害
救

助
の
大
学
の
研
究
室
に
あ
た
る
べ
き
か
な
」
と
か
い
ろ
ん

な
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
山
口
県
に
住
ん
で
お
ら
れ
て

も
、
長
生
炭
鉱
の
こ
と
を
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
で
し
ょ

う
し
、
大
阪
に
住
ん
で
い
た
ら
、
ま
ず
ご
存
じ
な
い
で
す

か
ら
、
だ
け
ど
も
、
収
集
す
る
ん
だ
と
、
歴
史
を
学
ぶ
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
す
る
人
が
、
動
い
て
い
る
と
、
徐
々
に

そ
う
い
う
輪
が
広
が
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
具
体

的
に
ど
う
し
て
収
集
す
べ
き
か
、
こ
れ
が
今
後
の
話
に
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ま
た
時
間
を

与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

井
上 

遺
骨
の
発
掘
と
い
う
壮
大
な
事
業
の
前
に
は
私

た
ち
に
は
大
き
な
壁
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
つ

は
坑
口
付
近
の
土
地
の
問
題
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
「
刻

む
会
」
が
真
摯
に
向
き
合
っ
て
解
決
す
る
課
題
で
あ
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
二
つ
目
に
は
、
今
、
森
さ
ん
が
言
わ
れ

た
よ
う
に
、
ど
う
や
っ
た
ら
発
掘
で
き
る
の
か
と
い
う
技

術
の
問
題
。
そ
し
て
３
番
目
に
は
、
具
体
的
に
発
掘
す
る

た
め
の
資
金
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
調
達
し
て
い
く
の
か
。

そ
う
い
っ
た
問
題
と
、
並
行
し
て
政
府
の
交
渉
等
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

 

〇
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
課
題
に
つ
い
て
の
助
言 

 

上
田 

遺
骨
の
問
題
と
い
う
の
は
誰
が
責
任
を
負
う
の

か
と
い
う
と
厚
生
労
働
省
。
そ
れ
を
監
視
す
る
の
が
、
そ

れ
を
監
視
す
る
の
が
厚
生
労
働
委
員
会
で
す
よ
ね
。
厚
生

労
働
委
員
会
と
い
う
の
は
参
議
院
・
衆
議
院
両
方
あ
っ
て
、

あ
と
、
外
務
省
、
外
務
委
員
会
（
外
務
・
防
衛
委
員
会
）

で
す
か
ね
、
そ
う
い
う
の
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
結
局
、
国
を
動
か
す
行
政
機
関
を
監
視
す
る
国
会
議

員
の
現
場
で
議
論
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
厚
生

労
働
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
全
員
、
そ
の
国
会
議
員
の
秘
書

さ
ん
に
当
た
っ
て
い
き
ま
し
た
。
国
会
議
員
に
直
接
と
言

う
の
は
難
し
い
、
秘
書
さ
ん
か
ら
当
た
る
ん
で
す
。
そ
し

た
ら
、
そ
う
い
う
議
員
さ
ん
が
現
れ
て
き
て
、
国
会
で
継

続
し
て
論
争
し
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
が
変
わ

っ
て
い
く
ん
で
す
。
厚
労
省
の
。
こ
れ
は
自
民
党
も
含
め

て
、
あ
の
人
の
言
っ
て
い
る
こ
と
正
し
い
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
厚
生
労
働
省
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
お
か

し
い
ぞ
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
議
論
を
日
本
の
行
政
機
関

を
監
視
す
る
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
を
本
格

的
に
や
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ

き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
る
こ
と
。
市
民
運
動
と
、
政
府
を
動

か
す
の
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
。
厚
生
労
働
省
を
監
督
す
る
国

会
議
員
の
厚
生
労
働
委
員
会
、
全
員
の
秘
書
さ
ん
に
当
た

っ
て
い
く
、
取
り
組
み
を
す
る
よ
う
な
起
爆
剤
と
な
る
よ

う
な
運
動
を
市
民
団
体
が
作
っ
て
、
全
国
に
訴
え
て
い
く

と
い
う
こ
う
い
う
こ
と
が
、
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 



刻む会たより No.84 

- 10 - 

森 

（
資
料
を
見
な
が

ら
）
こ
れ
が
私
先
ほ
ど

少
し
お
話
し
た
国
土
地

理
院
か
ら
買
っ
た
床
波

地
区
の
航
空
写
真
で

す
。
１
９
６
２
年
、
１
２

０
０
ｄ
ｐ
ｉ
（
画
素
）
と

い
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
我
々
が
入
手
で
き

る
中
で
は
一
番
鮮
明
な

写
真
で
す
。
こ
の
写
真

い
っ
ぱ
い
見
な
が
ら
考
え
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

れ
が
第
一
坑
口
で
す
ね
。
後
に
第
二
坑
も
掘
ら
れ
て
、
こ

れ
が
本
坑
。
ト
ロ
ッ
コ
と
い
う
か
滑
車…

線
路
み
た
い
な

も
の
が
あ
る
太
い
方
の
本
坑
。
そ
の
横
に
ち
ょ
っ
と
細
い

…

こ
こ
に
は
10
メ
ー
ト
ル
か
ら
20
メ
ー
ト
ル
の
間
が
あ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
か
ら
入
っ
て
い
っ
て
、
こ
こ

に
何
個
も
行
き
来
で
き
る
道
が
あ
っ
て
、
こ
こ
は
主
に
お

手
洗
い
に
使
わ
れ
、
非
常
に
臭

か
っ
た
と
か
、
汚
か
っ
た
と
か

い
う
資
料
も
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
ピ
ー
ヤ
で

す
ね
。
こ
れ
が
沖
の
ピ
ー
ヤ
で

こ
れ
が
近
い
方
の
ピ
ー
ヤ
。
こ

っ
か
ら
空
気
を
出
し
た
り
、
水

を
ポ
ン
プ
で
外
に
出
し
た
り
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
が
落

盤
事
故
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
こ

こ
が
１
キ
ロ
く
ら
い
あ
っ
て
、

実
際
に
は
、
働
い
て
い
た
人
は

こ
こ
よ
り
も
も
っ
と
こ
っ
ち
と

か
こ
っ
ち
で
も
仕
事
を
さ

れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
ら
、

事
故
の
時
の
様
子
と
い
う

の
は
資
料
を
読
ま
せ
て
い

た
だ
く
と
本
当
に
驚
く
べ

き
証
言
で
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。
で
、
こ
の
辺
に
い
た

人
は
、
一
気
に
逃
げ
て
き
て

で
す
ね
、
坑
口
か
ら
出
れ
た

人
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
こ

の
辺
で
倒
れ
て
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
多
分
こ
の
坑
口
は
一

気
に
逃
げ
る
人
た
ち
で
満
員
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
本
当
に
数
秒
で
す
べ
て
の
人
が
亡
く
な
っ
た
ん
で

は
な
し
に
、
大
混
乱
の
中
で
逃
げ
る
、
コ
ケ
る
、
ふ
ん
ず

け
ら
れ
る
、
そ
の
上
を
走
っ
て
い
く
と
か
そ
う
い
う
状
態

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
読
ん
だ
資
料
に
よ
る
と
で
す
け
れ

ど
も
ね
。
こ
れ
が
坑
図
で
す
。
そ
し
て
こ
う
い
う
図
も
あ

り
ま
し
た
。
第
一
坑
口
で
す
よ
ね
。
海
岸
、
竪
坑
と
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
手
前
の
ピ
ー
ヤ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ

に
社
宅
が
あ
っ
て
、
だ
い

た
い
今
ま
で
の
資
料
を
重

ね
て
、
こ
う
い
う
見
方
で

間
違
い
が
な
い
の
で
は
な

い
か
と
。
そ
う
い
う
こ
と

か
ら
、
今
の
、
現
在
の
現
場

で
も
海
岸
の
道
路
が
あ
っ

て
、
そ
の
内
側
の
草
む
ら

の
木
が
生
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
こ
が
お
そ
ら
く
坑
口
跡

だ
ろ
う
と
。
埋
め
ら
れ
て
、
今
何
も
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
こ
こ
を
掘

れ
ば
、
坑
口
が
出
て
き
て
、
坑
道
が
見

え
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
長
生
炭

鉱
の
第
一
坑
口
、
我
々
が
今
一
番
注
目

し
て
い
る
そ
の
第
一
坑
口
の
写
真
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
な
ん
で
す
。

80
年
前
の
そ
の
写
真
が
見
つ
か
っ
て

い
な
い
と
い
う
の
は
、
私
、
非
常
に
不

可
解
で
で
し
て
ね
、
絶
対
ど
っ
か
に
あ

る
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
今
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、

同
規
模
の
坑
口
、
こ
の
く
ら
い
大
き
な
坑
口
、
大
き
な
ア

ー
チ
形
で
、
長
生
炭
鉱
の
場
合
は
、
こ
の
上
に
２
つ
、
送

風
機
、
で
っ
か
い
扇
風
機
が
あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
す
な

わ
ち
、
こ
こ
か
ら
空
気
を
中
に
送
り
こ
ん
で
、
当
然
ど
っ

か
か
ら
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
ピ
ー
ヤ
か
ら

出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
と
、
私
は
読
み
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
が
今
、
つ
ぶ
さ
れ
て
、
埋
ま
っ
て
い
る
、

こ
れ
が
15
度
く
ら
い
の
角
度
で
下
に
ま
っ
す
ぐ
下
が
っ

て
い
っ
て
、
や
が
て
平
行
に
な
っ
て
、
ず
ー
っ
と
沖
に
向

か
っ
て
坑
道
が
走
っ
て
い
く
と
い
う
構
造
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
で
す
か
ら
こ
こ
を
開
け
て
、
当
然
重
機
が
入
っ

て
、
あ
る
程
度
埋
ま
っ
て
い
る
部
分
を
掘
り
出
し
て
、
数

メ
ー
タ
ー
掘
っ
た
ら
、
空
間
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
し
ば

ら
く
行
く
と
多
分
、
海
水
面
の
と
こ
ろ
に
は
海
水
が
入
っ

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
言
う
た
ら
80

年
間
一
切
光
も
空
気
も
入
ら
な
か
っ
た
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
を
我
々
が
絶
対
に
開
け
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
話
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
私
が
素
人
的
に
本
当
に
こ
う
い
う
こ
と
か
な
ぁ
と

思
っ
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
も
の
で
す
か
ら
、
全
く
違
う
方
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法
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
け
れ
ど
も
私
の
に
わ
か

な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
読
ん

で
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
い

で
す
。
こ
れ
Ｒ
Ｏ
Ｖ
と
い
う
機

械
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
要
す

る
に
水
中
の
調
査
と
か
、
こ
れ

で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
挟
ん

で
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
、
そ
う

い
う
遠
隔
操
作
が
で
き
る
機

械
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
キ
ャ

タ
ピ
ラ
ー
が
つ
い
て
い
て
海
底
で
移
動
す
る
。
こ
れ
は
使

い
方
と
し
て
は
基
本
的
に
は
海
の
上
で
船
の
上
か
ら
こ

れ
を
水
に
沈
ま
せ
て
中
で
遠
隔
操
作
す
る
と
い
う
も
の

だ
そ
う
で
す
。
あ
ん
ま
り
陸
か
ら
走
ら
せ
て
と
い
う
こ
と

は
な
い
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
こ
の
機
械
は
我
々
が

買
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
サ
ル
ベ
ー
ジ
会
社
と
い

う
会
社
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
沈
没
船
の
救
助
と
か
、
海

洋
土
木
の
会
社
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
こ
う
い
う
も
の
を

購
入
し
て
必
要
に
応
じ
て
潜
っ
て
、
必
要
に
応
じ
て
運
転

す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
会
社
に
電
話
し
た
ら
、
一
般

に
売
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
し
、

そ
ん
な
金
額
で
買
え
る
も
の
で
は

な
い
で
す
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
他

に
は
、
水
中
ド
ロ
ー
ン
と
い
う
も

の
も
活
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
小
型
の
水
中
ド
ロ
ー
ン
で
、

こ
れ
は
大
き
さ
で
言
っ
た
ら
、
例

え
ば
、
家
の
前
に
置
い
て
あ
る
ゴ

ミ
バ
ケ
ツ
あ
り
ま
す
よ
ね
、
青
い
。

あ
ー
い
う
、
ゴ
ミ
バ
ケ
ツ
に
入
る

よ
う
な
大
き
さ
も
あ
る
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
ピ
ー
ヤ
か
ら
入
れ
る
こ
と
も

で
き
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

こ
れ
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
で
し

っ
か
り
し
た
機
械
で
い
ろ
い
ろ
な

調
査
を
す
る
、
海
中
の
中
を
調
べ
る

機
械
だ
そ
う
で
す
。
私
ち
ょ
っ
と
簡

単
に
い
う
て
い
ま
い
す
け
れ
ど
も
、

こ
う
い
う
機
械
を
持
っ
て
い
る
サ

ル
ベ
ー
ジ
会
社
の
担
当
者
と
も
電

話
で
話
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
サ
ル
ベ
ー
ジ
会
社
と
い

う
の
は
非
常
に
大
き
な
会
社
で
す
。
ま
ず
、
担
当
者
は
大

事
な
こ
と
だ
と
は
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
上

の
方
に
会
議
に
上
げ
た
ら
ま
ず
無
理
や
ろ
う
な
ぁ
と
の

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
こ
と

…
長
生
炭
鉱
の
場
合
で
す
よ
ね
、
坑
口
開
け
て
、
そ
こ
に

機
械
を
入
れ
て
、
も
し
く
は
ピ
ー
ヤ
か
ら
機
械
を
入
れ
て
、

ご
遺
骨
、
ご
遺
品
を
出
す
、
そ
ん
な
こ
と
ま
ず
や
っ
た
こ

と
な
い
。
水
は
濁
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
い
う

意
味
か
ら
も
で
き
る
か
で
き
な
い
か
分
か
ら
な
い
こ
と

に
は
、
大
き
な
会
社
ほ
ど
、
ま
ず
や
り
ま
し
ょ
う
と
は
言

わ
な
い
。
お
金
は
も
ち
ろ
ん
払
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
非

常
に
難
し
い
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
だ
け
ど
、
ど
っ
か
の
会
社
が
受
け
て
く
れ
る
可

能
性
も
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
調
査
事
例
、

こ
れ
は
こ
こ
に
お
ら
れ
る
方
で
も
関
わ
っ
た
方
も
あ
る

と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ウ
ベ
ニ
チ
と
い
う
新
聞
記
事

（
１
９
９
７
年
２
月
３
日
付
）
が
あ
り
ま
し
て
、
２
月
１

日
に
調
査
を
し
た
と
あ
る
ん
で
す
ね
。
長
生
炭
鉱
、
ピ
ー

ヤ
内
か
ら
木
片
回
収
。
水
非
常
の
会
、
遺
物
は
韓
国
の
遺

族
へ
。
海
面
下
27
メ
ー
ト
ル

地
点
に
坑
道
。
こ
う
い
う
題

の
記
事
が
あ
っ
て
で
す
ね
、

こ
の
記
事
の
終
盤
に
は
こ
う

あ
り
ま
し
た
。
調
査
結
果
に

よ
る
と
（
ピ
ー
ヤ
）
二
本
の
う

ち
、
海
岸
か
ら
五
百
メ
ー
ト

ル
沖
に
あ
る
（
沖
の
）
ピ
ー
ヤ

は
、
直
径
４
．
１
５
メ
ー
ト

ル
、
海
面
か
ら
突
き
出
た
部

分
は
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
。
海

面
下

25

メ
ー
ト
ル
地
点
に

坑
道
が
あ
る
と
み
ら
れ
た

が
、
鉄
分
を
含
ん
だ
濁
水
で
視
界
が
き
か
な
か
っ
た
こ
と

や
、
途
中
突
起
物
が
あ
り
危
険
な
た
め
、
そ
れ
以
上
の
潜

水
を
断
念
し
た
。
要
す
る
に
潜
水
夫
が
そ
こ
ま
で
入
っ
て

く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
ピ
ー
ヤ
と
海
底
数
メ
ー

ト
ル
の
深
さ
に
あ
る
坑
道
で
つ
な
が
っ
て
い
る
、
要
す
る

に
、
ピ
ー
ヤ
と
ピ
ー
ヤ
は
つ
な
が
っ
て
い
る…

さ
っ
き
言

っ
た
ト
イ
レ
に
も
使
わ
れ
た
細
い
汚
い
、
臭
い
道
で
す
よ

ね…

つ
な
が
っ
て
い
る
四
百
メ
ー
ト
ル
手
前
の
ピ
ー
ヤ

は
、
直
径
２
．
８
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
ピ
ー
ヤ
か
ら
進
入
し

て
の
潜
水
調
査
で
は
海
面
下
27
メ
ー
ト
ル
に
坑
道
を
確

認
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
潜
水
夫
が
入
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
55
年
た
っ
た
今
も
つ
ぶ
れ
て
お
ら
ず
、
ス

ギ
の
丸
太
で
で
き
た
支
柱
な
ど
が
見
え
た
と
い
う
。
こ
う

い
う
調
査
を
し
て
、
水
は
濁
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ

ま
で
は
行
っ
て
く
れ
て
、
木
片
と
か
で
す
ね
、
実
際
に
、

土
も…

坑
道
の
土
も
回
収
さ
れ
て
、
韓
国
の
遺
族
に
渡
さ

れ
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
坑

口
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
方
法
と
ピ
ー
ヤ
か
ら
の
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ア
プ
ロ
ー
チ
両
方
考
え
ら
れ
る
。
も
し
く
は
全
く
違
う
方

法
が
考
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

人
間
が
中
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
非
常
に
危
険
で
、

二
次
災
害
に
な
る
と
そ
れ
こ
そ
大
変
で
す
か
ら
、
機
械
を

入
れ
て
遠
隔
操
作
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
け

れ
ど
も
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
私
は
い
ろ
い
ろ
な
人

と
話
を
し
て
、
こ
う
い
う
暫
定
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
非
常
に
難
し
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
出
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。
ま
た
、
出
そ
う
と
努
力
す
る
こ
と
が
新
た
な
道
を
生

ん
で
い
く
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
80
年
間
、
空
気
も
光

も
入
ら
な
か
っ
た
世
界
で
す
か
ら
、
せ
め
て
、
坑
口
を
開

け
て
で
す
ね
、
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
１
キ
ロ
先

ま
で
探
し
に
行
か
な
い
と
ご
遺
骨
、
ご
遺
体
が
な
い
と
は

限
ら
な
い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
今
ま
で
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
た
ら
、
案
外
、
斜
め
の
15
度
で
下
が
っ
て
い

く
ま
っ
す
ぐ
の
坑
道
、
そ
の
下
が
ツ
ボ
下
と
い
う
そ
う
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
平
行
に
な
る
。
そ
こ
ま
で
の
間

で
お
一
人
で
も
二
人
で
も
ご
遺
骨
、
ご
遺
品
を
引
き
出
せ

る
可
能
性
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
。
だ
け
ど
、
や
ら
ず
に
難
し
い
こ
と
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
置
い
て
お
く
こ
と
で
は
な
い
と
私
は
思

い
ま
す
。 

 

吉
栁 

今
問
題
な
の
は
、
民
間
徴
用
者
こ
の
方
の
遺
骨

返
還
と
い
う
も
の
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
軍
人
・
軍

属
は
一
部
韓
国
に
還
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
だ
け
れ
ど
も
、

民
間
徴
用
者
は
で
す
ね
、
遺
族
の
も
と
に
還
っ
た
と
い
う

の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
私
が
住
ん
で
い
る
飯
塚
と
い
う
と

こ
ろ
、
麻
生
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
ず
ー
っ
と
副
大

臣
を
さ
れ
ま
し
た
。
多
分
山
口
に
は
安
倍
さ
ん
と
い
う
人

が
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
２
０
１
４
年
、
安

倍
さ
ん
が
返
り
咲
い
て
１
～
２
年
経
っ
た
頃
で
す
か
ね
、

全
国
的
に
こ
の
追
悼
碑
に
対
す
る
攻
撃
が
か
か
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
皆
様
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
群
馬
県

の
群
馬
の
森
、
天
理
市
と
か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、

群
馬
の
森
は
強
制
連
行
を
書
い
た
の
は
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
の
主
催
者
が
強
制
連
行
と
い
う
言
葉
を
使
っ

た
と
か
で
、
群
馬
の
森
の
使
用
許
可
を
取
り
消
す
と
か
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
天
理
市
に
つ
い
て
は
、
強

制
連
行
と
い
う
文
字
が
あ
っ
た
も
の
で
、
撤
去
さ
せ
ら
れ

た
と
い
う
状
況
で
、
２
０
１
４
年
か
ら
私
ど
も
に
も
攻
撃

が
か
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
産
経
新
聞
で
た
た
か
れ
ま

す
し
、
当
時
飯
塚
市
の
市
議
会
に
は
日
本
会
議
と
い
う
保

守
グ
ル
ー
プ
の
議
員
が
５
～
６
人
お
り
ま
し
て
、
そ
の
議

員
が
毎
回
私
た
ち
無
窮
花
に
つ
い
て
攻
撃
し
、
碑
文
を
撤

去
し
ろ
、
書
き
換
え
ろ
、
無
窮
花
堂
を
な
く
せ
と
い
う
こ

と
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
と
い
う
経
過
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
だ
っ
た
か
な
、
10
月
に
は
こ
れ
に
右
翼
の

皆
さ
ん
が
加
勢
に
来
ま
し
て
、
飯
塚
市
な
ど
23
台
の
右

翼
の
車
が
ど
ん
ど
こ
ど
ん
と
走
る
、
そ
う
い
っ
た
状
況
の

中
で
闘
い
を
続
け
て
き
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し

た
よ
う
に
、
９
回
連
続
し
て
市
議
会
で
う
ち
の
無
窮
花
堂

を
や
り
玉
に
挙
げ
あ
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
は
だ
い
た
い
右

往
左
往
右
往
左
往
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
無
窮
花
堂
は

飯
塚
霊
園
と
い
う
墓
地
の
中
に
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
土

地
等
は
飯
塚
市
が
造
成
し
て
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
永

代
供
養
料
は
、
あ
そ
こ
は
納
骨
堂
で
す
か
ら
、
払
っ
て
く

れ
と
い
う
こ
と
で
払
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
あ
そ
こ
は

無
窮
花
の
会
と
し
て
永
久
に
使
え
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
ん
で
す
。
実
は
あ
そ
こ
に
無
窮
花
堂
を
立
て
る
と
き
、

飯
塚
市
と
協
定
書
を
結
び
ま
し
た
。
飯
塚
市
も
こ
の
地
域

に
は
強
制
的
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
強
制
的
に
働
か
さ
れ

た
人
が
た
く
さ
ん
い
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
、
行
政
と

し
て
も
責
任
の
一
端
が
あ
る
と
い
う
覚
書
書
を
取
り
交

わ
し
ま
し
た
。
私
ど
も
は
行
政
に
対
し
て
は
真
摯
な
対
応

を
し
て
い
こ
う
と
で
、
無
窮
花
堂
の
追
悼
碑
に
つ
い
て
も

一
字
一
句
行
政
と
打
ち
合
わ
せ
し
て
作
り
ま
し
た
。
17

枚
の
歴
史
パ
ネ
ル
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
歴
史
パ

ネ
ル
の
説
明
版
も
一
字
一
句
行
政
と
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
日
本
会
議
含
め
て
、
い
ろ

い
ろ
な
攻
撃
が
降
っ
て
き
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
少
な
く

と
も
行
政
手
続
き
上
も
お
そ
ら
く
は
間
違
っ
た
対
応
を

し
て
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
は
は
っ
き
り
言
え
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
つ
い
で
に
も
う
一
つ
、
２
０
１
４
年
か
ら

こ
う
い
っ
た
攻
撃
が
か
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
さ
っ
き

の
軍
人
・
軍
属
の
問
題
も
含
め
て
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

民
間
徴
用
者
は
非
常
に
厳
し
い
。
実
は
私
ど
も
で
は
な
い

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
小
倉
に
永
生
園
（
ヨ
ン
セ
ウ
ォ
ン
）

と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
会
の
納
骨
堂
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

に
も
85
体
の
遺
骨
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
ど
も
が
事
前

調
査
で
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
の
教
会
と
打
ち
合
わ

せ
し
な
が
ら
、
身
元
調
査
や
っ
て
遺
骨
還
そ
う
や
な
い
か

と
、
昨
年
13
体
の
本
籍
地
の
分
か
っ
た
遺
骨
を
、
在
日
駐

福
岡
総
領
事
館
を
通
じ
て
向
こ
う
の
行
政
安
全
部
、
支
援

財
団
、
支
援
団
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
調
査
依
頼
を
か
け
ま

し
て
、
実
は
13
あ
っ
た
遺
骨
の
７
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
遺

族
が
お
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
う
ち

４
遺
族
は
結
局
強
制
動
員
さ
れ
て
行
方
不
明
に
な
っ
て

い
る
と
被
害
届
を
出
し
た
弔
慰
金
を
申
請
し
て
い
る
遺

族
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
そ
の
遺
族

に
遺
骨
の
引
き
取
り
の
意
思
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

確
認
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
や
っ
た
と
こ
ろ
、
２
つ
の
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遺
族
が
遺
骨
を
引
き
取
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
終
的
に
遺
骨
返

還
に
つ
い
て
は
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と

い
う
と
、
日
本
と
韓
国
の
関
係
で
す
。
韓
国
政
府
は
２
０

１
２
年
の
安
倍
政
権
に
な
っ
た
後
、
非
常
に
日
韓
関
係
悪

く
な
っ
た
。
で
す
か
ら
な
お
さ
ら
、
こ
の
遺
骨
を
還
す
に

は
日
本
政
府
の
謝
罪
を
韓
国
に
し
ろ
と
、
そ
う
し
な
い
と

受
け
取
ら
な
い
と
言
っ
て
き
た
ん
で
す
。
私
た
ち
は
、
遺

骨
の
問
題
は
人
道
的
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
遺
骨
を

引
き
取
る
、
引
き
取
り
た
い
と
遺
族
が
言
え
ば
戻
す
べ
き

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
福
岡
の
韓
国
領
事
館
も
同
意
し

て
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
も
人
道
的
な
問
題
じ
ゃ
な
い
か

と
掛
け
合
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
向
こ
う
の

行
政
安
全
部
も
支
援
財
団
も
政
府
が
決
め
た
以
上
、
自
分

た
ち
の
方
で
は
進
ま
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
日
韓
・
日
朝
の
関
係

が
、
遺
骨
返
還
一
つ
一
つ
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る

と
い
う
の
が
実
態
だ
と
思
い
ま
す
。
長
生
炭
鉱
の
遺
骨
に

つ
い
て
は
、
韓
国
に
遺
族
会
が
あ
る
。
遺
族
会
と
日
本
の

「
刻
む
会
」
と
手
を
合
わ
せ
れ
ば
、
政
府
を
動
か
せ
な
く

も
な
い
。
ど
う
世
論
喚
起
し
て
い
く
か
、
み
ん
な
に
ど
う

こ
の
問
題
に
対
し
て
目
を
向
け
て
い
た
だ
く
か
、
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
現
状
に

お
い
て
は
非
常
に
難
し
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

だ
け
ど
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
の
は
、
一
人
一
人
の
活
動

だ
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
森
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

な
、
具
体
的
な
技
術
的
に
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
で

き
る
資
金
を
み
ん
な
で
集
め
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
、
頑
張

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
一
言
だ
け
、
遺
骨
は
故
郷
に
帰
り
た
い
、
故

郷
の
地
に
眠
り
た
い
、
遺
族
は
私
た
ち
の
手
元
に
帰
っ
て

き
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
。
私
は
そ
れ
に
応
え
る

義
務
が
あ
る
。
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

殿
平 

市
民
運
動
も
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
歴
史
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
上
田
さ
ん
や
あ
る
い
は
具
志
堅
さ

ん
達
が
遺
骨
を
発
掘
し
、
遺
族
に
還
す
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
政
府
が
具
体
的
に
動
く
よ
う
な
状
況

を
市
民
の
中
で
活
動
の
中
で
作
っ
て
い
く
と
い
う
、
そ
う

い
う
具
体
的
な
努
力
、
大
い
に
感
心
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
長
生
炭
鉱
の
場
合
も
、
上
田
さ
ん
達
の
知
恵
を
う

ま
く
活
用
し
て
世
論
を
作
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
国
会
の

中
で
具
体
的
な
課
題
に
な
る
よ
う
な
状
況
を
作
っ
て
い

く
努
力
が
非
常
に
大
事
。
市
民
運
動
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
で

き
る
活
動
の
限
界
は
あ
る
ん
で
す
ね
。
国
家
や
企
業
が
で

き
る
こ
と
と
我
々
が
で
き
る
こ
と
の
間
に
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
我
々
の
主
体
的
な
力
量
を
高
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
提
起
し
て
い
く
。
政
府
の

政
治
と
市
民
の
政
治
と
私
は
二
つ
あ
る
と
い
つ
も
思
っ

て
い
る
。
政
府
や
企
業
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
れ

を
実
現
さ
せ
て
い
く
努
力
と
同
時
に
、
市
民
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
が
き
ち
っ
と
発
揮
さ
れ
て
、
主
体
的
努
力
で
問
題
解

決
へ
の
方
向
が
動
い
て
い
く
。
長
生
炭
鉱
の
課
題
を
実
現

す
る
上
で
、
両
方
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
う
い
う
努
力
を
き
ち
っ
と
や
っ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
韓
国
と
の
連

携
が
非
常
に
重
要
。 

 

〇
会
場
か
ら
の
意
見 

 

・
私
も
遺
骨
を
探
し
て
い
る
遺
族
。
先
日
12
月
20
日
に

厚
労
省
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
体
を
提
出
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
厚

労
省
も
前
向
き
に
本
当
に
国
の
責
任
と
し
て
取
り
組
み

す
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
遺
骨
は
も
の
じ
ゃ
な
い
。
こ

の
遺
骨
に
も
人
権
が
あ
る
。
だ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
日
本
政
府

の
責
任
と
し
て
完
結
を
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
。

た
だ
、
い
つ
止
め
て
し
ま
う
か
、
い
つ
か
誰
か
が
ま
た
圧

力
を
か
け
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
い
う
危
機
は
あ
る
の

で
、
私
た
ち
市
民
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
目
く
ば
せ
を

し
て
き
ち
ん
と
日
本
政
府
が
責
任
を
取
る
よ
う
な
方
向

に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
か
な
と
思
っ
て
い
る
。 

 

・
私
は
在
日
朝
鮮
人
２
世
。
20
年
以
上
前
山
口
先
生
に

案
内
し
て
も
ら
っ
て
、
ピ
ー
ヤ
を
初
め
て
見
て
、
そ
の
時

の
非
常
に
恐
怖
感
を
覚
え
て
い
る
。
追
悼
祭
は
今
回
初
め

て
参
加
。
非
常
に
違
和
感
。
一
番
核
心
的
な
と
こ
ろ
を
ず

ら
し
ち
ゃ
い
け
な
い
。
権
威
に
頼
っ
ち
ゃ
だ
め
。
私
自
身

の
頭
で
は
、
山
口
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
刻
む
会
の
方
々

が
地
域
の
方
々
を
説
得
し
た
り
、
調
査
を
し
た
り
と
か
い

う
そ
う
い
う
草
の

根
的
な
と
こ
ろ
か

ら
、
作
り
上
げ
て

き
た
運
動
で
あ
っ

て
、
そ
れ
を
作
っ

て
き
て
、
協
力
し

て
き
て
、
そ
の
人

た
ち
が
中
心
に
な

っ

て

語

り

継

い

で
、
そ
れ
を
受
け

た
人
間
が
ま
た
つ

む
い
で
い
く
、
そ

う
い
う
運
動
に
な

る
べ
き
だ
と
確
信
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し
て
い
る
し
、
そ
う
い
う
つ
も
り
で
来
た
。
そ
の
人
た
ち

の
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
韓
国
の
遺
族
会
も
私
の
よ
う
な

在
日
朝
鮮
人
も
心
を
一
つ
に
し
た
い
な
ぁ
と
思
う
。
韓
国

の
市
民
運
動
団
体
は
、
国
家
を
見
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
を

見
て
い
る
。
日
本
国
家
は
嫌
い
、
私
も
そ
う
。
日
本
国
家

は
嫌
い
で
も
、
尊
敬
で
き
る
日
本
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
希
望
を
見
出
さ
な
い
と
。
そ

の
た
め
に
お
金
も
集
め
な
い
と
い
け
な
い
。 

 

・
祐
天
寺
の
慰
霊
祭
に
は
何
回
も
参
加
を
し
て
い
て
、
か

な
り
の
遺
骨
が
遺
族
に
還
さ
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
共

和
国
の
遺
骨
の
皆
さ
ん
は
入
国
も
で
き
な
い
で
そ
こ
が

多
く
残
っ
て
い
る
。
統
一
的
に
市
民
団
体
が
厚
労
省
に
国

の
事
業
と
し
て
遺
骨
収
集
を
や
る
と
い
う
こ
と
を
位
置

づ
け
さ
せ
な
い
と
だ
め
だ
と
思
う
。
大
変
な
お
金
が
か
か

る
の
で
国
が
金
を
出
し
て
く
れ
な
い
と
で
き
な
い
。
個
別

で
交
渉
す
る
部
分
と
そ
れ
か
ら
全
国
の
市
民
団
体
や
遺

族
会
の
皆
さ
ん
が
統
一
交
渉
を
や
っ
て
国
に
責
め
上
げ

る
と
二
つ
の
や
り
方
が
あ
る
の
か
な
と
思
う
。 

 

・
東
京
の
新
大
久
保
に
あ
り
ま
す
高
麗
博
物
館
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
関
係
者
７
人
で
伺
っ
た
。
現
地
の
方
た
ち
、
慰

霊
を
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
に
、
直
接
お
会
い
す
る
こ
と
で

戦
後
も
う
本
当
に
生
存
者
の
方
た
ち
に
遭
う
こ
と
も
な

い
私
た
ち
が
少
し
で
も
自
分
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
機
会

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
伺
っ
た
。
今
日
は
伺
っ
て
よ
か
っ

た
。
（
※
高
麗
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
方
々
は
、

翌
日
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ
い

て
は
次
号
で
掲
載
し
ま
す
） 

 

〇
会
場
か
ら
の
意
見
を
受
け
て 

 

森 

遺
骨
を
収
集
す
る
に
は
高
額
な
お
金
の
予
算
に
な

る
と
思
う
が
、
日
本
政
府
が
出
し
て
く
れ
る
の
が
一
番
い

い
が
難
し
い
。
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
く
の
は
や
っ
ぱ
り
市

民
団
体
だ
と
思
う
。
市
民
団
体
だ
け
で
集
ま
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
う
る
と
思
う
。
話
を
３
つ
に
分

け
て
し
た
い
。
１
番
は
ど
の
よ
う
に
技
術
的
に
掘
り
出
す

か
。
一
番
い
い
方
法
だ
と
い
う
こ
と
が
見
え
た
ら
、
今
度

は
予
算
。
私
は
案
外
、
５
０
０
万
と
か
そ
う
い
っ
た
金
額

で
ま
ず
第
一
歩
を
踏
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
３
番
目
に
口
を
掘
る
と
し
た
ら
、
掘
る
権
利
と
い
う

も
の
が
あ
る
。
誰
の
持
ち
主
か
と
い
う
問
題
。
だ
け
ど
、

１
番
と
２
番
が
固
ま
っ
て
い
け
ば
、
そ
の
権
利
に
つ
い
て

も
迫
っ
て
い
け
る
と
思
う
。 

 

上
田 

軍
人
・
軍
属
は
２
０
１
６
年
に
国
の
法
律
が
で

き
て
、
遺
骨
を
家
族
に
還
す
の
が
国
の
責
務
で
あ
る
と
い

う
初
め
て
法
律
で
明
記
さ
れ
た
の
で
、
２
０
１
６
年
か
ら

は
法
律
で
国
の
責
務
。
家
族
に
還
す
ま
で
が
。
我
々
も
そ

れ
以
前
か
ら
、
法
律
制
定
以
前
か
ら
動
い
て
い
る
が
、
そ

れ
を
押
し
て
、
韓
国
人
の
遺
骨
に
つ
い
て
も
集
団
申
請
も

し
て
い
る
し
、
沖
縄
の
遺
骨
で
、
１
７
０
名
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

韓
国
政
府
が
取
っ
て
交
渉
し
て
い
る
。
そ
れ
は
拒
否
す
る

理
由
も
な
い
。
遺
骨
の
話
は
日
韓
条
約
と
関
係
な
い
。
こ

こ
は
民
間
の
話
な
の
で
、
そ
こ
は
法
律
も
な
い
の
で
、
か

な
り
そ
こ
は
差
が
あ
る
の
で
、
政
府
を
動
か
し
て
い
き
た

い
と
思
う
が
、
先
ほ
ど
殿
平
さ
ん
言
っ
た
よ
う
に
、
市
民

団
体
が
形
を
作
っ
て
、
先
行
し
て
す
ご
く
大
き
な
運
動
を

作
っ
て
、
そ
の
力
を
持
っ
て
政
府
も
参
加
さ
せ
て
い
く
と

い
う
感
じ
が
理
想
的
で
は
な
い
の
か
な
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
だ
が
、
両
方

い
っ
ぺ
ん
で
は
な
く
て
市
民
運
動
が
や
は
り
財
政
的
な

と
こ
ろ
、
技
術
的
な
と
こ
ろ
、
権
利
の
問
題
、
こ
れ
を
解

決
す
る
よ
う
な
提
案
を
具
体
的
に
示
し
て
、
国
会
議
員
も

マ
ス
コ
ミ
も
そ
れ
な
ら
や
れ
る
と
い
う
順
番
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
言
い
た
い
の
は
、

権
利
の
こ
と
で
、
あ
そ
こ
を
買
っ
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。

入
口
。
そ
れ
だ
け
の
価
値
の
あ
る
取
り
組
み
だ
と
思
う
。

お
金
か
か
る
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
本
当
に
世
界
遺
産
と

か
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
こ
そ
世
界
文
化
遺
産
に
し
て
、

み
ん
な
で
歴
史
的
に
保
存
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
掘
っ
て
や
る

く
ら
い
の
価
値
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。 

 

 

井
上 

２
時
間
近
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
市
民
も
主
体
的

な
力
量
を
ま
ず
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
は
り
「
刻

む
会
」
の
会
員
を
増
や
し
、
そ
し
て
加
盟
し
て
下
さ
る
団

体
、
こ
う
い
う
運
動
を
闘
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

入
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ま
ず
は
「
刻
む
会
」
の
体
力
を
大

き
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の

支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
遺
骨
発
掘
に
向
け
て
は
や
は
り
技
術
的
、

あ
る
い
は
金
銭
的
、
資
金
的
な
大
き
な
課
題
を
、
長
生
炭

鉱
を
全
国
の
共
通
の
課
題
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ぜ
ひ
長
生
炭
鉱
の
遺

骨
発
掘
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
刻
む
会
」
と
は
別

に
、
専
門
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
遺
骨
発
掘
の
た

め
に
立
ち
上
げ
て
い
く
と
、
い
う
方
向
性
が
で
き
た
ら
い

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
「
刻
む
会
」
の
運
営
委

員
会
で
一
生
懸
命
討
論
し
、
一
歩
前
に
出
る
力
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
閉
会
） 
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会計報告（2021/12/1〜2022/1/31） 

【一般会計】     （円） 

  科 目 年度予算 期間実績 累計 達成率 備考 

  歳入           

1 会費 600,000 40,000  521,000  86.8%  

2 寄付金 860,000 169,300  510,800  59.4% ※ 

3 物販 15,000 3,600  10,800  72.0%  

  証言・資料集 10,000 2,800  10,500  105.0%  

  その他 5,000 800  300  6.0%  

4 雑収入 4,000 0  3,740  93.5%  

5 前期繰越金 150,000 0  150,000  100.0%  

6 特別会計より繰入 0 0  0    

  合  計 1,629,000 212,900  1,196,340  73.4%  

          

  歳出       

1 事務費 50,000 7,610  27,626  55.3%  

2 広報費 370,000 83,384  349,397  94.4% 会報誌送料・印刷他 

3 会議費 66,000 0  0  0.0%  

4 追悼碑管理費 10,000 812  4,798  48.0% 電気代 

5 活動費 900,000 0  31,635  3.5%  

  学習会等 100,000 0  4,940  4.9%  

  追悼集会 600,000 0  0  0.0%  

  その他活動 200,000 0  26,695  13.3%  

6 他団体会費等 50,000 5,000  20,000  40.0%  

7 雑支出 50,000 558  7,874  15.7%  

  手数料 40,000 558  3,111  7.8% 郵便局 

  その他 10,000 0  4,763  47.6%  

8 予備費 98,000  0  0.0%  

9 特別会計へ繰出 35,000 0  0  0.0%  

  小  計 1,629,000 97,364  441,330  27.1%  

10 繰越金 0 115,536  755,010    

  合  計 1,629,000 212,900  1,196,340  73.4%  

※寄付者（敬称略） 

 赤間  至 浅野 直人 有久 園子 李 和 蓮 内山 賢次 呉 世 憲 岡田千枝子 

 岡屋 義之 落合紀久子 鎌田  清 亀山 英雄 小暮 房子 小林  晃 小林  昇 

 斉藤美代子 島村眞知子 鈴木 忠実 高橋  信 玉木 節子 崔 玉 任 崔 正 剛 

 寺尾 光身 鳥家 治彦 中村 証二 南波 秀夫 野口 道彦 馬場 彰子 福田富美子 

 藤本 統久 本田 竹邦 馬嶋 英子 宮田 幸好 山内小夜子 山根  努 山本 利明 

 ア太平和交流協会 医療生活協同組合健文会 在日本大韓民国民団 中央本部  その他匿名14件 

 

【追悼碑特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

繰越金 588,289  追悼文修繕 169,400  

繰入金 0  

 
繰越金 418,889  

合 計 588,289  合 計 588,289        

【遺骨収集等特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

繰越金 1,706,004     

繰入金 0  繰越金 1,706,004  
合 計 1,706,004  合 計 1,706,004  

以上感謝をもってご報告いたします。引き続きのご支援をお願い申し上げます。  
※なお、追悼集会の会計報告は次号で行います。 
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事務局より 会員動静（2022 年 2 月 20 日現在） 

 正会員    130 名（総会比±0 名） 

 賛助会員   266 名（総会比-2 名） 

 寄付者    111 名（総会比+8 名） 

計     507 名（総会比+6 名） 

会員・寄付者募集中！知人・友人にぜひ一声お願いします！ 

今後の予定 
 

2022 年 3 月 9 日(水) 11:40～ 

山口朝鮮初中級学校補助金カットに対する抗議

座り込み行動及び座談会（山口市） 

2022 年 3 月 24 日(木) 10:30～13:00 

 第 13 回運営委員会（宇部市） 

2022 年 3 月 20 日(日) 15:00～17:00 

 強制動員 zoom 講座④(web) 

2022 年 3 月 25 日(金) 19:00～ 

 真相究明ネットワーク事務局会議(web) 

2022 年 4 月 14 日(木) 10:30～13:00 

 第 1 回運営委員会（宇部市） 

2022 年 4 月 13 日(水) 11:40～ 

山口朝鮮初中級学校補助金カットに対する抗議

座り込み行動及び座談会（山口市） 

2022 年 5 月 14 日(日) 15:00～17:00 

 強制動員 zoom 講座⑤(web) 

 

2022 年 5 月 28 日（土） 
 第 9 回定期総会  
※会員には総会前に別途案内を送付します。 

今年の追悼集会は、多数のマスコミが取材に来ました。 

インターネット検索すると朝日新聞、毎日新聞、西日本

新聞、日本海新聞、京都新聞、東京新聞、静岡新聞、

web 東奥など多数出てきました。 

テレビ放映も地元テレビ局、テレビ山口（TYS）、山口

放送（KRY）、NHK とニュース報道がなされ、NHK は

2 度に分けて放送しました。 

また、事故のあった日には韓国・聯合ニュース、追悼集会

の前日からは韓国 KBS テレビが取材をし、ニュース放送

しました。 

《同封物》 

・振替用紙 

活
動
日
誌(

前
回
た
よ
り
以
降) 

太
字
は
記
事

掲
載 

１
／
７(
金) 

『
た
よ
り
No.

83
』
発
送
作
業(

宇

部
市) 

１
／
12(

水) 
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金

カ
ッ
ト
に
対
す
る
抗
議
座
り
込
み
行

動
及
び
座
談
会
参
加(

山
口
市) 

１
／
13(

木) 

第
11
回
運
営
委
員
会(

宇
部
市) 

１
／
15(

土) 

N

H

K
事
前
取
材(

宇
部
市) 

１
／
23(

日) 

パ
ネ
ラ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
会

(

Ｗ
ｅ
ｂ) 

(

日
韓
青
少
年
交
流)

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｐ
・
ム
ン
ノ

リ
く
ら
ぶ(

山
口
市) 

１
／
28(

金) 

地
元
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
・
草
刈

り(

宇
部
市) 

１
／
29(

土) 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
続

講
座
③(

Ｗ
ｅ
ｂ) 

２
／
２
～
３(

火
・
水) 

韓
国
聯
合
ニ
ュ
ー
ス

取
材(

宇
部
市) 

２
／
３(

水) 

水
没
事
故
80
周
年(

宇
部
市) 

ム
ン
ノ
リ
く
ら
ぶ
ジ
ュ
ニ
ア
会
議(

Ｗ

ｅ
ｂ) 

２
／
10(

木) 

追
悼
集
会
事
前
準
備(

宇
部
市) 

２
／
11(

金) 

韓
国
K

B

S
テ
レ
ビ
取
材(

宇

部
市) 

２
／
12(

土) 

80
周
年
追
悼
集
会(

宇
部
市) 

２
／
13(

日) 

高
麗
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
F

W(

宇
部
市) 

２
／
17(

木) 

朝
鮮
学
校
支
援
全
国
行
動
月
間

行
動(

下
関) 

(

日
韓
青
少
年
交
流)

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｐ
日
韓
ス
タ

ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ(

Ｗ
ｅ
ｂ) 

２
／
24(

木) 

第
12
回
運
営
委
員
会(

宇
部
市) 

２
／
26(

土) 
(

日
韓
青
少
年
交
流)

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｐ
・

ム
ン
ノ
リ
く
ら
ぶ(

山
口
市) 

２
／
27(

日) 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別

講
座(

Ｗ
ｅ
ｂ) 

第 4 回 2022 年 3 月 20 日（土）15～17 時 
「北海道・朱鞠内での強制労働と遺骨発掘・送還」 
講師：ドゥロー・アーゴさん 
（広島市立大学国際学部客員研究員） 

参加申し込み URL https://forms.gle/JVh38mbEmKvnJ5FV8 

第５回 2022 年 5 月 14 日（土）15～17 時 
「朝鮮人強制労働の否定 加藤康子と明治産業革命遺産展示」 
講師：ニコライ・ヨンセンさん 
（ロンドン大学、東洋・アフリカ研究大学院 博士課程在学） 

参加申し込み URL https://forms.gle/gKNtiNZbXg36Ljq3A 

80 周年追悼集
会パネリストの
殿平善彦さんが

長年 関わって
来られた活動の
お話です！ 

こ
れ
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
講
座 

「刻む会」の加盟団体である「真相究明ネットワーク」主催で、オンライン講座が開催されています。 

コロナ禍でなかなか集まれませんが、代わりにオンラインで気軽に参加できます。既に 4 回開催されており、全国か

ら毎回 100 名近く参加しています。内容は非常にアカデミックで、勉強になります。大学での講義を聞いているよう

です。その道のプロの話が、無料で聞けるチャンス！事前申し込みが必要ですので、参加希望の方は、QR コードを読

み込んで申し込みフォームからの申し込みの上、ご参加ください。 


